
115―　　―

日�

本
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
：

単
な
る
シ
ン
ボ
ル
か
ら
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
へ
？

グ
エ
ン 

テ
ィ 

フ
ォ
ン 

タ
ン

一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
一
四
年
春
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
安
倍
首

相
（
当
時
）
が
「
日
本
は
女
性
が
輝
く
国
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
の
三

〇
％
を
女
性
が
占
め
る
よ
う
に
す
る
」
と
述
べ
て
か
ら
、

日
本
企
業
に
お
け
る
女
性
役
員
の
登
用
は
増
え
た
が
、
当

初
に
立
て
た
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
三
〇
％
と
い
う
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
目
標
達
成
を
一
〇
年
延
期
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た⑴

。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
二
三
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に

よ
る
と
、
日
本
は
一
四
六
カ
国
中
一
二
五
位
で
あ
り
過
去

最
下
位
で
あ
る
。
再
設
定
し
た
期
限
の
二
〇
三
〇
年
ま
で

あ
と
約
六
年
、
日
本
は
今
度
こ
そ
節
目
の
三
〇
％
に
到
達

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
過
去
一
二
年
間
の
日

本
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関

す
る
最
新
の
デ
ー
タ
を
紹
介
す
る
。
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二�

、
日
本
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み

⑴�

　
な
ぜ
女
性
の
ト
ッ
プ
登
用
が
必
要
な
の
か
：
理
論
研

究
と
実
証
研
究

　

な
ぜ
女
性
の
社
会
進
出
が
必
要
な
の
か
を
理
解
す
る
こ

と
は
難
し
く
な
い
。

　

第
一
に
、
女
性
の
社
会
参
加
の
促
進
は
、
経
済
成
長
へ

と
繋
が
る
。
日
本
で
は
労
働
力
不
足
が
社
会
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
の
日
本
の
労
働
供
給
人

口
は
約
六
、
五
八
七
万
人
で
あ
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
継

続
的
な
減
少
に
よ
り
、
二
〇
三
〇
年
に
は
六
、
三
三
七
万

人
、
二
〇
四
〇
年
に
は
五
、
七
六
七
万
人
に
ま
で
減
少
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る⑵

。
少
子
化
へ
の
対
処
と
並
ん
で
、

若
者
と
女
性
の
雇
用
機
会
を
改
善
す
る
た
め
の
対
策⑶

が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
欧
州
中
央
銀
行
総
裁
の
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ラ
ガ
ル
ド
は
、
女
性
の
労
働
参
加
率
が
他

の
Ｇ
７
諸
国
と
同
等
に
な
れ
ば
、
日
本
の
一
人
当
た
り
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
四
％
上
昇
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
日
本
の
女
性
の
労
働
参

加
率
が
男
性
と
同
じ
に
な
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
六
％
成
長
す

る
と
書
い
て
い
る
。
近
年
の
日
本
で
は
、
労
働
力
不
足
問

題
の
解
決
策
と
し
て
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
政
策
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
外
国
人
に
対
す
る
政
策
は
、

政
策
決
定
者
の
間
で
ス
タ
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

実
現
に
は
時
間
が
か
か
る
。
第
二
に
、
各
種
報
告
書
や
学

術
研
究⑷

を
参
照
す
る
と
、
他
の
先
進
国
で
は
、
政
府
が
育

児
支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
女
性
の
就
業
率
、
特
に
女

性
の
正
規
雇
用
率
が
高
く
な
り
、
ま
た
、
出
生
率
も
高
く

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
男
女
共
同
参
画
政
策
の
推
進

は
少
子
化
対
策
に
も
寄
与
す
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
提
示
す
る
論
点
は
、
な
ぜ
指
導

的
地
位
に
も
っ
と
女
性
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
。
女
性
取
締
役
が
企
業
業
績
へ
及
ぼ
す
影
響
は
、
い
く

つ
か
の
学
術
理
論
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
六
年

にJensen

とM
eckling

が
公
表
し
た
論
文
や
一
九
八
三

年
のFam

a
とJensen

の
論
文
が
詠
唱
す
る
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
理
論
は
、
経
営
陣
を
監
視
す
る
取
締
役
会
の
役
割

を
分
析
し
た
有
名
な
先
行
研
究
で
あ
る
が
、
取
締
役
会
が

そ
の
職
務
を
十
分
に
果
た
せ
ば
、
経
営
陣
が
会
社
の
利
害

関
係
者
に
損
害
を
与
え
得
る
自
己
利
益
の
追
求
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
女
性
取
締
役
で
あ
れ
ば
「
オ
ー
ル

ド
・
ボ
ー
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
属
さ
な
い
た
め
、
他

の
取
締
役
よ
り
も
質
問
を
投
げ
か
け
や
す
く
、
男
性
取
締

役
よ
り
も
大
き
な
監
査
努
力
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
よ
り

勤
勉
な
監
視
役
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

女
性
取
締
役
は
効
率
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
価
値
を
も
た
ら
し
、
結
果
と
し
て
企

業
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
理
論
と
し
て
、
一
九
七
八
年
のPfeffer

とSalancik

が
提
唱
し
た
資
源
依
存
理
論
を
挙
げ
よ
う
。

こ
の
理
論
を
用
い
て
、
女
性
取
締
役
の
プ
ラ
ス
の
影
響
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
イ
ク

ル
は
し
ば
し
ば
不
確
実
性
に
直
面
す
る
。
企
業
が
生
き
残

る
た
め
に
は
、
取
締
役
が
提
供
す
る
様
々
な
資
源
を
活
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
女
性
取
締
役
は
、
男
性
取
締

役
と
は
異
な
る
ス
キ
ル
・
知
識
・
経
験
・
個
人
的
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
を
企
業
に
も
た
ら
し
、
助
言
を
通
じ
て
企
業
価

値
を
向
上
さ
せ
、
企
業
を
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
リ

ソ
ー
ス
に
繋
げ
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
一
九
九
六
年
のM

illiken

とM
artins

の
業
績
や
一
九
九
九
年
のForbes

とM
illiken

が
提
唱

す
る
取
締
役
会
の
多
様
性
理
論
に
よ
れ
ば
、
取
締
役
会
の

多
様
性
の
効
果
に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両
方
が
あ

る
。
プ
ラ
ス
は
、
多
様
な
取
締
役
会
が
よ
り
多
く
の
ア
イ

デ
ア
、
よ
り
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
様
々
な
視
点
を

も
た
ら
す
た
め
、
よ
り
良
い
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
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き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な
取
締
役
会
は
時
に
対
立

が
激
し
く
な
る
こ
と
で
意
思
決
定
を
遅
ら
せ
、
企
業
価
値

を
毀
損
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
理
論
に
基
づ
い
て
、
研
究
者
た
ち

は
女
性
取
締
役
が
所
属
す
る
企
業
に
与
え
る
影
響
、
特
に

財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
焦
点
を
当
て
た
影
響
を
特
定

し
、
定
量
化
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
実
証
的
な
結
果
は
必
ず
し
も
統
一
的
な
見
解
を
示
し

て
い
な
い
。
い
く
つ
か
の
実
証
研
究
で
は
、
女
性
取
締
役

と
企
業
の
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
間
に
正
の
関
係
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
研
究
で
は
効
果
が

認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
あ
る
実
証
研
究
で
は
、
企
業
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
対
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
の
平
均

的
な
効
果
は
マ
イ
ナ
ス
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

女
性
取
締
役
と
企
業
業
績
と
の
関
係
に
関
す
る
証
拠
は

依
然
と
し
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
近
年
の
非
財
務
的
な

尺
度
に
注
目
し
た
新
た
な
理
論
は
、
女
性
取
締
役
の
影
響

に
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
九
八
四
年
にH

am
brick

とM
ason

が
提
唱
し
た

ア
ッ
パ
ー
・
エ
シ
ュ
ロ
ン
理
論
や
、
一
九
七
四
年
のCho�

dorow

な
ら
び
に
一
九
九
六
年
のM

ason

とM
udrack

が
提
唱
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
社
会
化
理
論
は
、
女
性
取
締
役

が
女
性
の
活
用
政
策
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
の
説
明

に
使
わ
れ
る
。
ア
ッ
パ
ー
・
エ
シ
ュ
ロ
ン
理
論
に
よ
れ

ば
、
組
織
の
成
果
は
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
経
営
陣

が
持
つ
経
営
的
背
景
の
特
性
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
女
性
取
締
役
が
持
つ
価
値
観
の
違
い
が
企

業
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
社
会
的
責
任

を
挙
げ
る
と
、
道
徳
的
推
論
と
保
護
的
態
度
の
点
で
女
性

と
男
性
の
価
値
観
は
異
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
男
性
よ
り

も
思
い
や
り
や
倫
理
的
行
動
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　

ま
た
実
証
分
析
の
結
果
で
は
、
女
性
取
締
役
が
多
様
で

持
続
可
能
か
つ
平
等
な
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
の
非
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
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る
と
い
う
見
解
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
第
一

に
、
女
性
取
締
役
は
女
性
関
連
の
政
策
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
政
策
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
取
締
役
会
レ

ベ
ル
以
下
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
を
改
善
し
、
企
業
の

社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ

て
い
る
。
第
二
に
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
の
拡
大
は
、
企
業
に
お
け
る
女
性

幹
部
と
男
性
の
同
僚
と
の
間
の
報
酬
差
も
緩
和
す
る
。
第

三
に
、
職
場
に
お
け
る
不
平
等
の
調
整
と
再
構
築
は
、
女

性
が
高
い
地
位
で
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ら
な
る
女
性
の
入
社
を
誘
致
す
る
条

件
を
作
り
出
す
。

⑵
　
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
か
か
る
成
果

　

こ
の
男
女
不
平
等
を
解
決
す
る
た
め
に
、
日
本
政
府
は

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
大

企
業
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
及
び
雇
用
対
策
の
向
上
と
と
も
に
女

性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
男
女
平
等
の
状
況
改
善
の
た
め
の
行
動
計
画

の
策
定
と
開
示
を
企
業
に
求
め
て
い
る
。
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
は
二
〇
一
三
年
の
安
倍
政
権
で
重
点
的
な
政
策
と
し
て

導
入
さ
れ
た
。
二
五
～
四
四
歳
の
女
性
の
就
業
率
を
二
〇

一
二
年
の
六
八
％
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
七
三
％
に
引

き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
管
理
職
へ
の
女
性
登
用
に

関
連
し
て
も
、
女
性
役
員
・
管
理
職
の
人
数
的
デ
ー
タ
を

開
示
す
る
よ
う
企
業
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
女
性
活
躍
推

進
法
（
二
〇
一
五
年
成
立
、
二
〇
二
三
年
改
正
）
で
は
、

指
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
三
〇
％
に
ま
で
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
従
業
員
一
〇
一
人
以
上
の
企

業
に
対
し
女
性
を
管
理
職
に
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
義

務
付
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
日
本
企
業
の
取
締
役
会
は

ボ
ー
イ
ズ
・
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
主
に
イ
ン
サ
イ
ド
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
独
特
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
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る
と
さ
れ
て
き
た
。
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
に
関
す
る
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
効
果
や
継
続
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
改
革
の
も
と
で
、
日
本
企
業
の
取
締
役
会
の
構
成

は
変
化
し
て
い
る
。

　

N
guyen

（2021
）は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
五
年

ま
で
の
三
年
間
の
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
を
検
証
し
、

二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
二
年
の
期
間
と
比
較
し
て
女
性

取
締
役
を
設
置
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

実
際
、
直
近
の
三
年
間
は
女
性
取
締
役
が
在
籍
し
て
い
る

可
能
性
は
高
く
、
そ
の
限
界
効
果
は
二
五
・
三
％
ポ
イ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
が
女
性

取
締
役
の
数
を
増
や
す
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る⑸

。

　

女
性
取
締
役
の
割
合
に
つ
い
て
、M

orikaw
a

（2016
）

は
二
〇
一
一
年
の
約
三
、
〇
〇
〇
社
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を

用
い
、
二
〇
一
一
年
の
女
性
取
締
役
を
擁
す
る
企
業
（
上

場
・
非
上
場
を
問
わ
ず
）
の
シ
ェ
ア
が
一
九
％
、
女
性
取

締
役
の
平
均
比
率
は
五
・
四
％
で
あ
る
と
推
計
し
て
い

る
。
非
上
場
企
業
の
方
が
上
場
企
業
よ
り
も
女
性
取
締
役

が
多
か
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
米
国
の
一
八
・
七
％
、
英

国
の
二
六
・
一
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
一
・
九
％
、

中
国
の
一
二
・
九
％
に
比
べ
て
は
る
か
に
小
さ
い
（K

orn 

Ferry, 2016

）。

　

女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、K

ubo and 

N
guyen

（2021

）
が
女
性
の
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
に
関
す
る
数
少
な
い
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で

あ
る
。
約
四
二
、
〇
〇
〇
企
業
・
年
を
観
測
し
、
女
性
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
〇
・
八
％
で
あ

り
、
分
析
期
間
で
七
七
社
の
上
場
企
業
で
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は

わ
ず
か
七
四
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
中
国
の
女
性

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
五
％
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
五
〇
〇
企
業
の
四
・

八
％
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
最
大
手
一
四
五
社
の
三
％
、

Faccio et al.（2016

）が
記
す
欧
州
一
八
カ
国
の
平
均
の

九
・
四
％
と
比
較
し
て
も
少
な
い
。
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日
本
で
は
、
株
式
市
場
は
企
業
初
の
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
導

入
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
反
応
す
る
が
、
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
企
業

の
財
務
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
は
一
般
的
に
強
く
な

い
。
創
業
者
の
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
み
が
ト
ー
ビ
ン
の
Ｑ
を
向

上
さ
せ
て
い
る
。女
性
取
締
役
に
つ
い
て
はT

anaka

（2019

）

が
、
ト
ー
ビ
ン
の
Ｑ
の
観
点
か
ら
、
社
外
女
性
取
締
役
が

い
る
企
業
は
い
な
い
企
業
を
上
回
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
東
証
上
場
企
業
を
分
析
対
象
と
し
た
そ
の
他
の

研
究
で
は
、
社
内
女
性
取
締
役
と
社
外
女
性
取
締
役
の
両

方
を
含
む
女
性
取
締
役
が
Ｒ
Ｏ
Ｅ
に
プ
ラ
ス
の
効
果
が

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
日
本
企
業
を
対
象
と
し
た
先
行

研
究
で
は
、
特
定
の
女
性
取
締
役
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
と

企
業
業
績
と
の
間
に
正
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
見
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
女
性
取
締
役
が
企
業

業
績
に
影
響
を
与
え
る
経
路
に
つ
い
て
十
分
に
言
及
・
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
企
業
行
動
と
企
業
業
績
と

の
間
に
は
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
女
性
取
締

役
が
い
る
企
業
の
業
績
が
他
の
企
業
と
異
な
る
こ
と
を
説

明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

N
guyen and T

hai 

（2022

）
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら

二
〇
一
四
年
ま
で
の
日
本
の
上
場
企
業
一
〇
〇
〇
社
以
上

の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
初
に
導
入
さ
れ
た
女
性

取
締
役
は
、
よ
り
多
く
の
女
性
役
員
・
管
理
職
と
正
の
関

連
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
最
初
の
女
性

取
締
役
の
導
入
は
、
よ
り
良
い
Ｃ
Ｓ
Ｒ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
も
関
連
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
統
計
的
に
有
意
で
あ

り
、
女
性
取
締
役
が
日
本
の
上
場
企
業
に
お
い
て
、
よ
り

低
い
レ
ベ
ル
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
Ｃ

Ｓ
Ｒ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
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三�

、
日
本
の
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
に
関
す
る
最
新
デ
ー
タ
（
二
〇
一

二
年
～
二
〇
二
三
年
）

⑴
　
研
究
の
動
機
と
デ
ー
タ
収
集

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
女
性
取
締
役
に
関
す
る
実
証
研
究

は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
の
デ
ー
タ
使
用
に
留
ま
っ
て
お

り
、
近
年
ま
で
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
研
究
は
不
足
し
て

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
日
本
は
延
長
さ
れ
た
期
限
で
あ

る
二
〇
三
〇
年
ま
で
あ
と
六
年
し
か
な
い
。

　

こ
こ
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
と

二
〇
一
六
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
女
性
活
躍
推
進
法
に
焦

点
を
当
て
、
日
本
に
お
け
る
女
性
の
管
理
職
登
用
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
目
的
と
し
た
近
年
の
政
策
・
法
改

正
の
影
響
を
測
定
し
た
。
女
性
活
躍
推
進
政
策
期
間
中

に
、
そ
れ
以
前
と
比
較
し
て
女
性
取
締
役
の
登
用
が
増
加

し
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。

　

女
性
取
締
役
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
（
臨
界
量
）
と

は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
企
業
が
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
ま

で
女
性
取
締
役
を
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
か
を
検
証

し
て
み
よ
う
。
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
理
論
に
よ
れ
ば
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
と
は
、
政
策
に
影
響
を
与
え
、
変

化
を
起
こ
す
た
め
に
必
要
な
女
性
取
締
役
の
数
で
あ
り
、

形
だ
け
の
数
で
は
な
い
。
日
本
政
府
が
設
定
し
た
目
標
値

で
あ
る
、
取
締
役
会
の
三
〇
％
を
女
性
が
占
め
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
企
業
は
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
に
達
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
が
女
性
取
締
役
数
の
増

加
、
特
に
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
ま
で
の
増
加
に
役
立
つ

か
は
重
要
で
あ
る
。

　

取
締
役
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
東
洋
経
済
新
報
社
が
提

供
す
る
「
役
員
四
季
報⑹

」
か
ら
収
集
し
、
各
取
締
役
の
氏

名
・
年
齢
・
役
職
名
・
性
別
・
出
身
地
・
学
歴
・
職
歴
な

ど
の
情
報
を
含
む
。
先
行
研
究
で
は
、
金
融
セ
ク
タ
ー
の



123―　　―

日本における女性のエンパワーメント：単なるシンボルからクリティカル・マスへ？

ト
ー
ビ
ン
の
Ｑ
の
算
出
や
、
公
益
企
業
に
対
す
る
様
々
な

政
府
規
制
の
影
響
を
分
離
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
金

融
企
業
や
公
益
企
業
を
除
外
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
の
各
年
の

全
上
場
企
業
の
全
統
計
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
除
外
し
て
い
な
い
。
こ
の

最
終
的
な
サ
ン
プ
ル
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
三
年

ま
で
の
約
四
四
、
三
〇
八
企
業
・
年
の
観
察
か
ら
な
る
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
・
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
リ
サ
ー

チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に
答
え
る
た
め
に
、
取
締
役
会
の
特

徴
を
表
す
変
数
群
を
作
成
し
た
。

⑵
　
主
な
調
査
結
果

　

図
表
１
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
年
時
点
で
は
女
性
取
締

役
が
一
名
以
上
い
る
企
業
は
九
・
二
三
％
に
過
ぎ
な
か
っ

た
が
、
二
〇
二
三
年
に
は
六
三
・
四
〇
％
に
達
し
て
い

る
。
こ
の
数
字
は
毎
年
徐
々
に
増
加
し
、
二
〇
二
三
年
に

図表１　女性役員がいる企業の内訳（2012年～2023年）

上場企
業合計

女性役員が 1名以
上いる企業合計

女性役員が 1名以
上いる企業の割合

女性役員比率30％
以上の企業合計

女性役員が30％以
上の企業の割合

年 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

2012 3,543 327 9.23％ 21 0.59％

2013 3,532 359 10.16％ 25 0.71％

2014 3,545 435 12.27％ 26 0.73％

2015 3,584 665 18.55％ 27 0.75％

2016 3,619 834 23.05％ 31 0.86％

2017 3,651 926 25.36％ 30 0.82％

2018 3,708 1,063 28.67％ 36 0.97％

2019 3,740 1,290 34.49％ 53 1.42％

2020 3,780 1,520 40.21％ 64 1.69％

2021 3,831 1,820 47.51％ 84 2.19％

2022 3,860 2,153 55.78％ 124 3.21％

2023 3,915 2,482 63.40％ 159 4.06％
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は
上
場
企
業
三
、
九
一
五
社
の
う
ち
二
、
四
八
二
社
に
少

な
く
と
も
一
名
の
女
性
取
締
役
が
い
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
に
従
っ
て
、
よ
り
多
く
の
企
業
が
女
性
取
締

役
を
選
任
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。Covid-19

の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
際
に
は
、
男
女
優
遇
政
策
に
つ
い
て
沈
黙
が

続
い
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
最
も
被
害
を
受
け
た
の
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
女
性
と
老
人
で
あ
っ
た
と
い
う
報
道
が

な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
図
表
１
を
み
る
と
、Covid-19

の
年
で
も
、
女
性
取
締
役
の
数
は
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。

　

女
性
の
取
締
役
登
用
に
よ
っ
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
変
更
す
る
企
業
が
増
え
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
効
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
実
態
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
全
取
締
役
に
占
め
る
女
性
取
締
役
の
比
率
を
計
算

し
、
企
業
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
み
た
。
女
性
役
員
比
率

が
三
〇
％
以
上
の
企
業
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
図
表
１
の
⑷
お
よ
び
⑸
列
を
み
る
と
、
二
〇
一
二
年

に
は
三
〇
％
の
女
性
取
締
役
を
擁
す
る
企
業
は
〇
・
五

九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
二
三
年
に
は
四
・
〇

六
％
と
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
毎
年

徐
々
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
は
非
常
に
遅
く
、
変
化
の
広
が
り
も
非
常
に
小
さ
い
。

二
〇
二
三
年
に
は
、
上
場
企
業
三
、
九
一
五
社
の
う
ち
、

女
性
役
員
比
率
三
〇
％
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
企
業
は

一
五
九
社
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
の
年
に
女
性
取
締
役
を
選
任
し
た
企
業
は
増
え
た
も
の

の
、
女
性
取
締
役
は
一
人
し
か
選
任
さ
れ
て
お
ら
ず
、
目

標
の
三
〇
％
に
向
け
て
積
極
的
に
女
性
取
締
役
を
増
や
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
状
況
が
続
け

ば
、
日
本
は
二
度
目
の
不
合
格
と
な
り
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
指
導
的
地
位
の
三
〇
％
を
女
性
が
占
め
る
と
い
う
目

標
に
到
達
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

図
表
２
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
二
三
年
ま
で
の
各
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年
の
女
性
会
長
、
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
分
布
を
詳
細
に
示
し
て

い
る
。
⑵
と
⑶
の
列
を
み
る
と
、
女
性
会
長
の
数
に
増
加

傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
変
化
の
幅
は
非
常
に
小
さ
い
。
二
〇
二
三
年
に

は
、
三
一
、
五
二
〇
人
の
役
員
の
う
ち
、
女
性
会
長
は
二

一
人
、
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
五
四
人
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
ま

た
、
三
、
九
一
五
社
の
上
場
企
業
の
う
ち
、
女
性
が
社
長

を
務
め
る
企
業
が
五
四
社
し
か
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
日

本
に
お
け
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
姿
は
ぼ
や
け
て

い
る
。

　

図
表
２
の
⑷
列
と
⑸
列
は
、
近
年
女
性
役
員
を
選
任
す

る
企
業
が
増
え
て
い
る
女
性
役
員
の
総
数
を
詳
細
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
の
役
員
数
は
約
二
六
、
二

九
四
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
女
性
役
員
は
わ
ず
か
三
七

四
名
で
あ
り
、
全
体
の
一
・
四
二
％
を
占
め
て
い
る
。
女

性
会
長
と
女
性
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
数
を
差
し
引
く
と
、
二
〇
一
二

年
の
女
性
取
締
役
総
数
は
三
三
五
人
で
あ
る
（
⑹
列
）。

図表２　女性役員に関する統計（2012年～2023年）

役員
合計（名）

女性会長
合計（名）

女性
CEO
合計（名）

女性役員
合計（名）

全役員に
占める女性
役員の割合

女性取締役
合計（会長と
CEO除く）

社外女性
取締役
合計（名）

全女性取締役に
占める社外
取締役の割合

年 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻
2012 26,294 19⑷ 20 374 1.42％ 335 112 33.43％
2013 25,989 16⑷ 22 415 1.60％ 377 143 37.93％
2014 26,383 16⑶ 23 504 1.91％ 465 207 44.52％
2015 28,028 16⑵ 27 772 2.75％ 729 441 60.49％
2016 29,847 15⑵ 30 980 3.28％ 935 626 66.95％
2017 30,258 21⑵ 32 1,087 3.59％ 1,034 712 68.86％
2018 30,563 20⑵ 36 1,250 4.09％ 1,194 839 70.27％
2019 30,761 18⑴ 37 1,572 5.11％ 1,517 1,113 73.37％
2020 30,679 18 45 1,903 6.20％ 1,840 1,416 76.96％
2021 30,944 19 48 2,366 7.65％ 2,299 1,827 79.47％
2022 31,195 18⑴ 51 2,903 9.31％ 2,834 2,342 82.64％
2023 31,520 21⑴ 54 3,445 10.93％ 3,370 2,842 84.33％

（注１）�　女性会長の総数には、最高経営責任者（CEO）を兼任している女性会長も含まれる。
　　　　女性会長兼 CEO 数は空欄。

（注２）　監査役および顧問はデータベースから除外されている。
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女
性
取
締
役
の
数
は
年
々
増
加
し
、
二
〇
二
三
年
に
は
女

性
取
締
役
の
総
数
は
三
、
三
七
〇
人
と
な
り
、
二
〇
一
二

年
の
約
一
〇
倍
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
二
年
か
ら

二
〇
二
三
年
に
か
け
て
女
性
取
締
役
の
数
が
急
増
し
て

も
、
女
性
役
員
の
比
率
は
ま
だ
小
さ
い
。
⑸
列
を
み
る

と
、
二
〇
二
三
年
の
女
性
役
員
の
割
合
は
一
〇
・
九
三
％

で
あ
り
、
取
締
役
会
の
八
九
％
は
依
然
と
し
て
男
性
が
占

め
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
現
状
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

日
本
が
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
指
導
的
地
位
の
三
〇
％
を
女

性
が
占
め
る
と
い
う
目
標
を
達
成
で
き
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　

女
性
取
締
役
を
社
外
取
締
役
と
社
内
取
締
役
に
分
け
て

み
る
と
、
図
表
２
の
⑺
列
に
あ
る
よ
う
に
、
女
性
社
外
取

締
役
の
数
は
二
〇
一
二
年
の
一
一
二
名
か
ら
二
〇
二
三
年

に
は
二
、
八
四
二
名
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
比
率
で
言
え

ば
、
二
〇
二
三
年
に
は
女
性
社
外
取
締
役
が
全
女
性
取
締

役
に
占
め
る
割
合
は
八
四
・
三
三
％
と
非
常
に
多
く
な
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
企
業
が
女
性
取
締
役
を
増
や
す
た
め

に
、
専
門
家
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
大
学
教
授
、
他

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
な
ど
）
を
取
締
役
に
登
用
す

る
な
ど
、
外
部
供
給
源
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
実
際
、
企
業
内
部
で
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
・

登
用
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
企
業
に
と
っ
て
は

内
部
女
性
取
締
役
よ
り
も
外
部
女
性
取
締
役
の
登
用
の
方

が
容
易
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
企
業
が
、
企
業
内

外
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
供
給
の
少
な
さ
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
人
の
社
外
女
性
取
締
役
が
複
数

の
企
業
の
取
締
役
に
同
時
に
就
任
し
て
い
る
と
い
う
事
実

が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
外
部
供
給
（
例
：
社
外
女
性

取
締
役
）
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
外
部
供
給
で
さ
え
少
な

い
た
め
、
短
期
的
な
戦
略
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
劇
的
に

変
え
る
た
め
に
は
、
企
業
は
よ
り
多
く
の
女
性
従
業
員
を

積
極
的
に
採
用
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
女
性
管
理

職
を
企
業
内
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
て
、
登
用
す
る
必
要
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が
あ
る
。

四
、
結
論
と
政
策
的
含
意

　

本
稿
で
は
、
過
去
一
二
間
の
日
本
に
お
け
る
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返

り
、
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
最
新
の
デ
ー
タ

を
提
示
す
る
。
ま
た
、
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
実
施
一
二

年
後
（
二
〇
一
二
年
～
二
〇
二
三
年
）
の
女
性
役
員
数
に

関
す
る
新
た
な
知
見
を
提
供
し
た
。

　

第
一
に
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
ウ
ー

マ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
は
、
政
策
実
施

以
前
と
比
較
し
て
、
女
性
取
締
役
、
特
に
社
外
女
性
取
締

役
の
登
用
が
増
加
し
た
。
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
促

進
す
る
政
策
は
、
上
場
企
業
に
と
っ
て
何
ら
か
の
形
で
有

効
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
女
性
会
長
や

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
の
地
位

に
は
効
果
が
な
い
。
ま
た
、
政
策
に
よ
っ
て
女
性
取
締
役

が
増
加
し
た
が
、
今
後
六
年
間
現
状
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
日
本
は
二
度
目
の
三
〇
％
達
成
に
失
敗
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

　

第
二
に
、
こ
の
知
見
は
投
資
家
、
企
業
リ
ー
ダ
ー
、
政

策
立
案
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
参
考
資
料
と
な
る
。
二
〇

三
〇
年
ま
で
に
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
企
業
内

外
で
よ
り
強
力
な
男
女
平
等
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

政
策
立
案
者
は
、
職
場
と
指
導
的
立
場
の
両
方
で
よ
り
多

く
の
女
性
を
起
用
す
る
よ
う
企
業
に
求
め
る
た
め
、
よ
り

強
力
な
政
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
投
資
家
、
特
に
機

関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
に
よ
り
深
く
関
与
し
、
経
営

陣
や
取
締
役
会
に
対
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
多
様
性
を
高
め

る
よ
う
求
め
る
こ
と
で
、
強
力
な
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
の
分
析
は
使
用
デ
ー
タ
の
制
限
の
問
題
か
ら
基
本

的
な
考
察
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
分
析
は
い
く
つ
か
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の
点
で
発
展
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
他
の
企
業
よ
り
も
女
性

取
締
役
が
多
い
企
業
の
特
徴
を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要

や
、
女
性
取
締
役
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ス
が
企
業
価
値

に
与
え
る
影
響
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
比
率
三
〇
％
と
い
う
目

標
が
す
べ
て
の
企
業
に
必
要
な
の
か
、
そ
れ
と
も
特
定
の

企
業
グ
ル
ー
プ
に
の
み
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
も
検
証
が

必
要
で
あ
ろ
う
。

（
注
）

⑴　

https://m
ainichi.jp/english/articles/20200626/p2a/�

00m
/0fp/014000c　

⑵　

https://w
w

w
.w

orks-i.com
/english/item

/FuturePredictio�
ns2040_JP.pdf　

⑶　

https://asia.nikkei.com
/Spotlight/Japan-im

m
igration/Jap�

an-could-relax-im
m

igration-policy-as-A
be-faction-w

anes-in-L�
D

P?　

⑷　

https://w
w

w
.gender.go.jp/english_contents/basic_data/

resarches/pdf/english-1.pdf. https://w
w

w
.im

f.org/extern�
al/pubs/ft/w

p/2015/w
p1556.pdf.

⑸　

N
agase

（2018

）も
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
政
策
の
効
果
を
検
証
し
、
幼

児
を
持
つ
母
親
の
労
働
参
加
率
が
強
く
上
昇
し
、
母
親
は
乳
幼
児
保

育
の
提
供
と
親
の
労
働
時
間
短
縮
で
正
社
員
契
約
雇
用
に
と
ど
ま
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

⑹　

著
者
は
、
早
稲
田
大
学
産
業
経
営
研
究
所
の
招
聘
研
究
員
で
あ

る
。
同
研
究
所
か
ら
の
デ
ー
タ
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
本
研
究
にSylff

研
究
助
成
を
助
成
し
て
い

た
だ
い
た
東
京
財
団
政
策
研
究
所
に
も
感
謝
し
た
い
。
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